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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可聴周波数信号を増幅し、負荷に供給する増幅手段と、
　この増幅手段から前記負荷に供給される電流を検出し、その大きさを表す電流検出信号
を生成する電流検出手段と、
　前記増幅手段から前記負荷に供給される電圧を検出し、その大きさを表す電圧検出信号
を生成する電圧検出手段と、
　前記電流検出信号と前記電圧検出信号とが供給され、両者の差を表す差信号を生成する
差生成手段と、
　前記増幅手段に設けられ、前記電流検出信号が前記電圧検出信号よりも大きいときの差
信号の大きさに応じて前記可聴周波数信号のレベルを調整するレベル調整手段とを具備し
、
　前記レベル調整手段は、
　前記差信号にそれと逆極性のバイアス信号を重畳したバイアス重畳差信号を出力するバ
イアス重畳手段と、
　前記バイアス重畳差信号をこれと同相の同相信号と逆相の逆相信号とに変換し、前記同
相信号を同相出力端子に、前記逆相信号を逆相出力端子に出力する変換手段と、
前記同相出力端子に一端が接続され、他端が前記増幅手段中の入力側増幅手段の出力側に
接続された第１のダイオードと、
　前記逆相出力端子に一端が接続され、他端が前記入力側増幅手段の出力側に接続された
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第２のダイオードとを具備し、
　前記バイアス信号は、前記入力側増幅出段の出力信号のピーク値の絶対値よりも絶対値
が小さく、極性が、前記負荷電流検出信号が前記負荷電圧検出信号よりも大きいときの前
記差信号の極性と逆であり、
　前記負荷電流検出信号が前記負荷電圧検出信号よりも大きいときに導通する方向で、第
１のダイオードは、前記同相端子と前記入力側増幅手段の出力側に、第２のダイオードは
、前記逆相端子と前記入力側増幅手段の出力側に、それぞれ接続されている
ことを特徴とする増幅器。
【請求項２】
　請求項１記載の増幅器において、前記変換手段の同相端子と基準電位との間に第３のダ
イオードが接続され、前記変換手段の逆相端子と前記基準電位との間に第４のダイオード
が接続され、第３及び第４のダイオードは、前記差信号の絶対値が前記バイアス信号の絶
対値よりもオン電圧だけ大きくなったとき、導通する方向に配置されている増幅器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、増幅器に関し、特に、過負荷に対応した電力増幅器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力増幅器には、そのインピーダンスがハイインピーダンスのものと、ローインピーダ
ンスのものとがある。ハイインピーダンスの電力増幅器に誤ってローインピーダンスの負
荷、例えばローインピーダンスのスピーカを接続すると、過電流が流れ、スピーカだけで
なく電力増幅器も損傷する可能性がある。この点を改善するために、例えば特許文献１に
開示されている技術がある。
【０００３】
　この技術では、電力増幅器の負荷電流を検出すると共に、電力増幅器の入力電圧を検出
し、入力電圧と負荷電流とを比較して、その結果に従って負荷インピーダンスが規定イン
ピーダンスより低いかどうか判断し、低い場合には、この電力増幅器の出力を制限してい
る。
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－３２７０２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この技術では、入力電圧と負荷電流とを比較しているので、負荷インピーダンスを演算
する複雑な回路が不要で、保護回路の構成を簡略化することができる。しかし、入力電圧
と負荷電流とを比較しているので、入力電圧が出力電圧と一致していればよいが、入力す
る周波数成分や増幅器自体の電源の性能により、出力電圧が歪むことがあり、正確に過負
荷状態を検出できない場合がある。また、上記技術では、負荷電流が入力電圧よりも小さ
くなると、電力増幅器の出力を特定の状態に制限している。過負荷といっても、軽過負荷
の場合もあるし、重過負荷の場合もあるにも拘わらず、一律に出力制御を行っており、過
負荷の状態に応じた保護を行えない。
【０００６】
　本発明は、正確に過負荷の状態を検出することができ、かつその過負荷の状態に応じた
保護を行える増幅器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の増幅器は、可聴周波数信号を増幅し、負荷に供給する増幅手段を有し
ている。この増幅手段としては、Ａ級、Ｂ級、ＡＢ級のアナログ増幅手段を使用すること
もできるし、一般的にＤ級のデジタル増幅手段を使用することもできる。この増幅手段と
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しては電力増幅手段を使用することが望ましい。増幅手段から負荷、例えばスピーカに供
給される電流を電流検出手段が検出し、その大きさを表す電流検出信号を生成する。増幅
手段から負荷に供給される電圧を電圧検出手段が検出し、その大きさを表す電圧検出信号
を生成する。電流検出信号と電圧検出信号とが差生成手段に供給され、差生成手段は両者
の差を表す差信号を生成する。増幅手段にレベル調整手段が設けられている。レベル調整
手段は、差信号にそれと逆極性のバイアス信号を重畳したバイアス重畳差信号を出力する
バイアス重畳手段と、前記バイアス重畳差信号をこれと同相の同相信号と逆相の逆相信号
とに変換し、前記同相信号を同相出力端子に、前記逆相信号を逆相出力端子に出力する変
換手段と、前記同相出力端子に一端が接続され、他端が前記増幅手段中の入力側増幅手段
の出力側に接続された第１のダイオードと、前記逆相出力端子に一端が接続され、他端が
前記入力側増幅手段の出力側に接続された第２のダイオードとを具備している。前記バイ
アス信号は、前記入力側増幅出段の出力信号のピーク値の絶対値よりも絶対値が小さく、
極性が、前記負荷電流検出信号が前記負荷電圧検出信号よりも大きいときの前記差信号の
極性と逆である。前記負荷電流検出信号が前記負荷電圧検出信号よりも大きいときに導通
する方向で、第１のダイオードは、前記同相端子と前記入力側増幅手段の出力側に接続さ
れ、第２のダイオードは、前記逆相端子と前記入力側増幅手段の出力側に、接続されてい
る。
【００１３】
　このように構成すると、電流検出信号が電圧検出信号以下のとき、即ち定格負荷または
軽負荷のとき、第１及び第２のダイオードは導通しない。従って、レベル調整は行われな
い。電流検出信号が電圧検出信号より大きいとき、即ち、過負荷のとき、第１及び第２の
ダイオードが導通する。第１及び第２のダイオードの導通状態は、同相信号及び逆相信号
の大きさに応じたものとなる。その結果、入力側増幅手段の出力信号は、第１及び第２の
ダイオードの導通状態に応じて変換手段に吸い込まれ、レベル調整が行われる。しかも、
差信号の絶対値がバイアス信号の絶対値よりも大きくなっても、第１及び第２のダイオー
ドを導通させることができるので、入力側増幅手段の出力信号をほぼミュート状態まで制
限することができる。
【００１４】
　変換手段の同相端子と基準電位との間に第３のダイオードを接続し、変換手段の逆相端
子と基準電位との間に第４のダイオードを接続することもできる。この場合、第３及び第
４のダイオードは、差信号の絶対値が前記バイアス信号の絶対値よりもオン電圧（第３及
び第４のダイオードが導通するためにアノード－カソード間に印加する必要のある電圧）
だけ大きくなったとき、導通する方向に配置されている。
【００１５】
　上述したように、差信号の絶対値がバイアス信号の絶対値よりも大きくなったとき、入
力側増幅手段の出力信号をほぼミュート状態まで制限できるが、差信号の絶対値が更に多
くなっても、第１及び第２のダイオードを導通させると、変換手段に多大な電流が吸い込
まれることになり、変換手段がオーバードライブ状態になる。そこで、第３及び第４のダ
イオードによって同相信号及び逆相信号の値を制限し、オーバードライブ状態になること
を防止している。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明によれば、過負荷の状態を正確に把握することができる上に、そ
の過負荷の状態に応じて可聴周波数信号のレベル調整が行われ、増幅器の保護を確実に行
うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の参考例の増幅器は、例えば電力増幅器であって、パブリックアドレスシステム
に使用される。この増幅器は、図１に示すように、レベル調整手段、例えばゲイン可変増
幅手段、具体的には電圧制御増幅器２を有している。電圧制御増幅器２には、可聴周波数
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信号源、例えば音源４からの可聴周波数信号、例えばアナログ音声信号が供給されている
。電圧制御増幅器２で増幅された音声信号は、増幅手段、例えばデジタルアンプ部６に供
給される。
【００１８】
　デジタルアンプ部６は、電圧制御増幅器２から供給されたアナログ音声信号を、ＰＷＭ
信号に変換し、このＰＷＭ信号をＤ級増幅し、このＤ級増幅されたＰＷＭ信号をフィルタ
によってアナログ音声信号に変換して、出力端子６ａ、６ｂから図示しない負荷、例えば
スピーカに供給する。このデジタルアンプ部６は、出力インピーダンスがハイインピーダ
ンスのもので、出力端子６ａ、６ｂ間には、一般には複数のスピーカが並列に接続される
。これら複数のスピーカは、それぞれは所定のインピーダンスを有し、これら複数のスピ
ーカの合成インピーダンスは、デジタルアンプ部６の出力インピーダンスに一致する。デ
ジタルアンプ部６の出力インピーダンスに一致する複数のスピーカを定格負荷と称する。
【００１９】
　使用するスピーカに誤って所定のインピーダンスよりも低いインピーダンスのものを使
用することがある。このようなスピーカの間違いの結果、出力端子６ａ、６ｂに接続され
ているスピーカの合成インピーダンス、即ち負荷インピーダンスがデジタル増幅部６の出
力インピーダンスより低くなり、デジタル増幅部６が過負荷状態になることがある。
【００２０】
　デジタル増幅部６が過負荷状態であるか否かを検出するために、出力端子６ａに直列に
電流検出手段、例えば負荷電流検出器８が接続されている。なお、負荷電流検出器８は出
力端子６ｂに直列に接続することも可能である。負荷電流検出器８は、例えばカレントト
ランスを使用することができ、負荷に流れる電流を表す電流検出信号、例えば負荷電流検
出信号を生成する。この負荷電流検出信号は、例えば負荷電流の大きさを電圧で表したも
のである。
【００２１】
　また、過負荷状態であるか否かを検出するために、出力端子６ａ、６ｂ間に電圧検出手
段、例えば負荷電圧検出器１０が接続されている。この負荷電圧検出器１０は、負荷に印
加される電圧を表す負荷電圧検出信号を生成する。この負荷電圧検出信号も負荷電圧を電
圧で表したものである。
【００２２】
　負荷電流検出信号は、整流手段、例えば全波整流回路１２によって整流され、負荷電圧
検出信号も、整流手段、例えば全波整流回路１４によって整流される。但し、負荷電圧検
出信号は、負荷が定格負荷の時、全波整流回路１２、１４の出力信号のレベルが一致する
ように、増幅手段、例えば増幅器１６によってレベル調整が行われている。以下、全波整
流回路１２の出力信号を整流負荷電流検出信号と称し、全波整流回路１４の出力信号を整
流負荷電圧検出信号と称する。
【００２３】
　これら整流負荷電流検出信号と整流負荷電圧検出信号は、差信号生成手段、例えば減算
回路１８に供給される。この減算回路１８は、例えば演算増幅器１８ａと４つの抵抗器１
８ｂ乃至１８ｅによって構成された差動増幅器で、差信号、例えば整流負荷電圧検出信号
から整流負荷電流検出信号を減算した値を表す誤差信号を生成する。この誤差信号は、上
述したように増幅器１６によってレベル調整が行われているので、負荷が定格負荷あるい
は軽負荷の場合、零以上の値となり、負荷が過負荷の場合、負の値となる。
【００２４】
　この誤差信号は、係数乗算手段、例えば増幅器２０に供給される。増幅器２０は、演算
増幅器２０ａと、３つの抵抗器２０ｂ乃至２０ｄとによって構成された非反転増幅器で、
抵抗器２０ｂ乃至２０ｄの値を適切に選択することによって、誤差信号を予め定めた利得
で増幅した、即ち所定の係数を乗算した乗算誤差信号を出力する。この乗算誤差信号が電
圧制御増幅器２に制御信号として供給される。電圧制御増幅器２は、乗算誤差信号が負の
値であるときに、その値に応じてゲインを小さくし、乗算誤差信号が零以上の時、ゲイン
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を所定の値に維持する。
【００２５】
　このように構成された増幅器では、デジタルアンプ部６の対応できる定格負荷インピー
ダンスよりも、負荷インピーダンスが大きい場合がある。即ち軽負荷の場合がある。この
場合、図２（ａ）に示すように負荷電流は定格負荷電流よりも小さく、同図（ｂ）に示す
ように整流負荷電流は、整流負荷電圧よりも小さい。その結果、減算回路１８の誤差信号
は正の値である。正の誤差信号が増幅器２０によって増幅された乗算誤差信号が、電圧制
御増幅器２に制御信号として供給されても、電圧制御増幅器２のゲインは、予め設定され
た値を維持し、デジタルアンプ部６の負荷電流は、現在の値を維持する。また、複数のス
ピーカの合成インピーダンスが定格負荷の場合、図２（ａ）に示すように負荷電流は定格
電流を維持し、同図（ｂ）に示すように整流負荷電流は、整流負荷電圧に等しい。その結
果、減算回路１８の誤差信号は零であり、電圧制御増幅器２にも零の乗算誤差信号が供給
され、電圧制御増幅器２は、予め定められたゲインを維持し、デジタルアンプ部６の負荷
電流は、定格負荷電流を維持する。
【００２６】
　負荷インピーダンスがデジタルアンプ部６の対応できる定格負荷インピーダンスよりも
小さくなると、即ち過負荷になると、負荷電流は定格負荷電流よりも大きくなり、また負
荷電圧は定格負荷電圧よりも小さくなる。極端な場合、負荷電圧は零Ｖに近づく。その結
果、減算回路１８の誤差信号は、負の値となり、増幅器２０からの乗算誤差信号が電圧制
御増幅器２に供給され、そのゲインが乗算誤差信号の値に応じて減少され、デジタルアン
プ部６に供給される音声信号のレベルが小さくなる。その結果、デジタルアンプ部６の負
荷電流の値が小さくなり、デジタルアンプ部６の過電流が流れることを防止する。
【００２７】
　この負荷電流の減少は、乗算誤差信号の大きさに応じて変化する。例えば、負荷インピ
ーダンスがデジタルアンプ部６の対応できる定格負荷インピーダンスよりもわずかに小さ
い場合には、図２（ａ）に示すように負荷電流も定格負荷電流よりもわずかに減少するよ
うに入力信号の電圧レベルを調整するだけであるが、複数のスピーカの合成インピーダン
スがデジタルアンプ部６の出力インピーダンスよりもかなり小さく、負荷電圧が定格電圧
よりもかなり低下している場合には、負荷電流は定格電流よりも大きく減少するように、
入力信号の電圧レベルを大きく調整し、出力レベル（電圧）がかなり小さくなるように制
限する。即ち、フの字特性を示す。また、負荷インピーダンスが変動すると、その負荷イ
ンピーダンスの変動に応じて負荷電流の値が制御され、負荷が定格負荷に復帰すると、負
荷電流も自動的に定格電流に復帰する。
【００２８】
　なお、増幅器２０のゲインを適切に調整することによって、フの字特性の傾斜を調整す
ることができる。
【００２９】
　本発明の１実施形態の増幅器は、参考例の電圧増幅器２に代えて、図３に示すように、
クリップ回路を使用したものである。参考例の増幅器と同一部分には同一符号を付して、
その説明を省略する。
【００３０】
　この増幅器では、電圧増幅器２に代えて、入力側増幅手段、例えば２段の増幅器３０ａ
、３０ｂが使用されている。増幅器３０ａには、音源４からの音声信号が供給され、増幅
器３０ａは、これを増幅して、増幅器３０ｂに供給する。増幅器３０ｂは、増幅器３０ａ
の出力信号を更に増幅して、デジタルアンプ部６に供給する。
【００３１】
　増幅器３０ａの出力側と増幅器３０ｂの入力側との間に、複数、例えば同じ値の４つの
抵抗器３２ａ乃至３２ｄが直列に接続されている。これら抵抗器３２ａ乃至３２ｄの中間
である抵抗器３２ｂ、３２ｃの接続点に、第１のダイオード、例えばダイオード３４のア
ノードが接続されている。ダイオード３４のカソードは、同相増幅手段、例えば非反転増
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幅器３６の出力側に接続されている。非反転増幅器３６は、演算増幅器３６ａと４つの抵
抗器３６ｂ乃至３６ｅとによって構成されている。このとき、４つの抵抗器３２ａ乃至３
２ｄに限る必要はないが、２つ以上の偶数個の同じ抵抗値の抵抗器を用いて、これら抵抗
器の中点でダイオード接続するようにする。このようにすることで、最も信号を制限でき
るようになり、ミュート時などに特に有効である。
【００３２】
　抵抗器３２ｂ、３２ｃの接続点には、第２のダイオード、例えばダイオード３８のカソ
ードが接続されている。ダイオード３８のアノードは、逆相増幅手段、例えば反転増幅器
４０の出力側に接続されている。反転増幅器４０は、演算増幅器４０ａと、５つの抵抗器
４０ｂ乃至４０ｆとによって構成されている。
【００３３】
　非反転増幅器３６と反転増幅器４０とは、ゲインが等しくなるように、例えばほぼ１と
なるように、抵抗器３６ｂ乃至３６ｅ、４０ｂ乃至４０ｆの値が選択されている。非反転
増幅器３６と反転増幅器４０とが変換手段を構成し、非反転増幅器３６の出力側が同相端
子に、反転増幅器４０の出力側が逆相端子に対応する。これら非反転増幅３６と反転増幅
器４０には、共通の入力信号が供給される。この共通入力信号をそのまま非反転増幅器３
６が出力し、反転増幅器４０が位相反転させて出力する。なお、抵抗器３６ｂ、４０ｂは
、非反転増幅器３６及び反転増幅器４０の出力インピーダンスを上昇させるために、非反
転増幅器３６及び反転増幅器４０の帰還ループ内に設けられている。
【００３４】
　共通の入力信号は、次のようにして供給される。増幅器２０の出力側には、ダイオード
４２のカソードが接続され、アノードには、ツェナーダイオード４４のアノードが接続さ
れ、このアノードは抵抗器４６を介して例えば＋１５Ｖの電圧である正の直流電源端子４
８に接続されている。ツェナーダイオード４４のカソードと抵抗器４６との接続点が、同
相増幅器３６と逆相増幅器４０の入力側に接続されている。ダイオード４２、ツェナーダ
イオード４４及び抵抗器４６がバイアス重畳手段、例えばバイアス重畳回路４９を構成し
ている。ツェナーダイオード４４は、定格が４．７Ｖであり、ダイオード４２の両端間電
圧は、０．６Ｖであるので、合計５．３Ｖのバイアス電圧が増幅器２０からの乗算誤差信
号に重畳されて、非反転増幅器３６と反転増幅器４０とに供給される。
【００３５】
　なお、非反転増幅器３６、４０の出力側には、第３及び第４のダイオード、例えば保護
用ダイオード５０、５２が接続されている。即ち、ダイオード５０は、そのアノードが基
準電位、例えば接地電位に接続され、カソードが非反転増幅器３６の出力側に接続されて
いる。ダイオード５２は、そのアノードが反転増幅器４０の出力側に接続され、そのカソ
ードが接地電位に接続されている。
【００３６】
　また、音源４、増幅器２０、３０ａ、３０ｂ、非反転増幅器３６、反転増幅器４０、バ
イアス重畳回路４９は、接地電位を基準電位としている。また、増幅器３０ａは、その出
力信号として接地電位を基準としてピーク値が±５．６Ｖの交流電圧を出力している。即
ち、バイアス電圧の絶対値は、増幅器３０ａのピーク値の絶対値よりも幾分小さい。
【００３７】
　例えば、負荷インピーダンスが定格負荷であるとすると、第１の実施形態と同様に、増
幅器２０の乗算誤差信号は０Ｖである。従って、この０Ｖにバイアス重畳回路４９で＋５
．３Ｖのバイアス電圧が重畳されて、非反転増幅器３６、反転増幅器４０に供給される。
非反転増幅器３６はダイオード３４のカソードに＋５．３Ｖの電圧を供給し、反転増幅器
４０はダイオード３８のアノードに－５．３Ｖの電圧を供給する。即ち、非反転増幅器３
６ａの出力電圧は、増幅器３０ａの正のピーク出力電圧よりも約０．３Ｖ低く、反転増幅
器４０ａの出力電圧は、増幅器３０ａの負のピーク出力電圧よりも約０．３Ｖ高く設定さ
れている。この約０．３Ｖの電圧は、ダイオード３４、３８が導通するためにアノード－
カソード間に印加する必要のあるオン電圧よりも幾分低い。
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【００３８】
　上述したように増幅器３０ａの出力電圧のピーク値は、±５．６Ｖであるので、増幅器
３０ａの出力電圧が＋５．６Ｖのときでも、ダイオード３４のアノード－カソード間には
＋０．３Ｖの電圧差しかない。増幅器３０ａの出力電圧が－５．３Ｖのときでも、ダイオ
ード３４のアノード－カソード間には＋０．３Ｖの電圧差しかない。ダイオード３４、３
８が導通するためには、アノード－カソード間に約＋０．６Ｖの電圧差が必要である。従
って、定格負荷の場合には、ダイオード３４、３８は導通せず、増幅器３０ａの出力信号
はダイオード３４、３８によって制限されることはない。負荷が軽負荷の場合も同様であ
る。この動作は、ハイインピーダンスアンプにおいて重要で、軽負荷時、電源電圧の上昇
時においても、アンプ出力の過電圧によるスピーカ故障という状態も防ぐことができる。
この動作により、アンプだけでなく、スピーカも保護できる。
【００３９】
　一方、増幅器２０からの乗算誤差信号が負であるとき、例えば－５．３Ｖのとき、非反
転増幅器３６、４０にはバイアス重畳回路４９によって＋５．３Ｖが重畳された０Ｖの電
圧が供給され、非反転増幅器３６、反転増幅器４０の出力電圧は、それぞれ０Ｖとなる。
その結果、ダイオード３４、３８のアノード－カソード間にはそれぞれ約＋０．６Ｖ以上
の電圧差が生じ、ダイオード３４、３８が導通し、増幅器３０ａの出力電圧は、正のとき
にはダイオード３４の導通状態に応じて非反転増幅器３６に吸い込まれ、負のときにはダ
イオード３８の導通状態に応じて反転増幅器４０に吸い込まれ、出力信号は制限される。
【００４０】
　ダイオード３４、３８の導通状態は、そのアノード－カソード間に印加された電圧の大
きさに応じて変化し、この電圧が大きいときほど、非反転増幅器３６、反転増幅器４０に
吸い込まれる入力側増幅器３０ａの出力信号が多くなる。
【００４１】
　例えば増幅器２０の出力電圧がバイアス電圧の絶対値よりも絶対値が大きい－６．３Ｖ
のとき、非反転増幅器３６、反転増幅器４０には－１Ｖの電圧が供給され、非反転増幅器
３６の出力電圧は－１Ｖ、反転増幅器４０の出力電圧は＋１Ｖとなる。ここで、ダイオー
ド５０、５２と抵抗器３６ｂ、４０ｂが設けられていないとすると、ダイオード３４、３
８が大きく導通し、非反転増幅器３６、反転増幅器４０の演算増幅器３６ａ、４０ａは大
きな電流を吸い込む。このとき、増幅器３０ａの出力電圧は±５．６Ｖであるので、この
出力電圧をほぼ零ボルトのミュート状態にまで制限することができる。但し、演算増幅器
３６ａ、４０ａには大きな電流が流れ、これらはオーバードライブされる。
【００４２】
　実際には、保護用ダイオード５０、５２と抵抗器３６ｂ、４０ｂが設けられているので
、非反転増幅器３６の出力電圧が－０．６Ｖ以下になると、ダイオード５０が導通し、非
反転増幅器３６の出力電圧を－０．６Ｖに制限する。同様に反転増幅器４０の出力電圧が
＋０．６以上になると、ダイオード５２が導通し、反転増幅器４０の出力電圧を＋０．６
Ｖに制限する。これによって、ダイオード３４のカソード電圧は－０．６Ｖ以下に下がる
ことはなく、ダイオード３８のアノード電圧も＋０．６Ｖ以上に上がることがない。その
上、抵抗器３６ｂ、４０ｂが非反転増幅器３６、反転増幅器４０の出力インピーダンスを
高めている。その結果、ダイオード３４、３８の導通状態が制限され、演算増幅器３６ａ
、４０ａのオーバードライブが防止される。
【００４３】
　しかも、その制限は、バイアス重畳回路４９による重畳分を打ち消して、非反転増幅器
３６、反転増幅器４０の出力電圧の極性が、バイアス電圧が打ち消される前の極性と反対
の極性になってごくわずかの値を発生したところで行われている。従って、ほぼミュート
に近い状態まで増幅器３０ａの出力信号を制限することができる上に、演算増幅器３６ａ
、４０ａのオーバードライブを防止することができる。
【００４４】
　上記の実施形態では、デジタルアンプ部６を使用したが、これに限ったものではなく、
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荷電流検出信号と負荷電圧検出信号の値を等しくするために、負荷電圧検出信号のレベル
を増幅器１６によって調整したが、負荷電流検出信号のレベルを調整することもできるし
、負荷電流検出信号及び負荷電圧検出信号双方のレベルを調整することもできる。また、
減算回路１８では、清流負荷電流検出信号が清流負荷電圧検出信号よりも大きいときに、
誤差信号が負極性になるように構成したが、逆に正極性となるように構成することもでき
る。但し、その場合、制御電圧増幅器２は、正極性の乗算誤差信号が供給されたとき、ゲ
インを小さくするように構成する。また、増幅器２０を設けて、誤差信号に係数を乗算し
たが、電圧制御増幅器２の特性等によっては、増幅器２０を除去することもできる。
【００４５】
　上記の実施形態では、バイアス電圧を正極性としたが、増幅器２０からの乗算誤差信号
が正極性の場合、バイアス電圧は負極性とする。その場合、ダイオード３４、３８、５０
、５２は、図３に示したものと反対に、ダイオード３４のカソードとダイオード３８のア
ノードを抵抗器３２ｂ、３２ｃの接続点に接続し、ダイオード３４のアノードを非反転増
幅器３６の出力側に接続し、ダイオード３８のカソードを反転増幅器４０の出力側に接続
し、ダイオード５０のカソードとダイオード５２のアノードを接地電位に接続し、ダイオ
ード５０のアノードを非反転増幅器３６の出力側に、ダイオード５２のカソードを反転増
幅器４０の出力側に接続する。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の参考例の増幅器のブロック図である。
【図２】図１の増幅器の負荷電圧対負荷電流特性と、清流負荷電圧対清流負荷電圧特性と
を示す図である。
【図３】本発明の１実施形態の増幅器の一部のブロック図である。
【符号の説明】
【００４７】
　２　電圧制御増幅器（レベル調整手段）
　６　デジタルアンプ（増幅手段）
　８　負荷電流検出器（電流検出手段）
　１０　負荷電圧検出器（電圧検出手段）
　１８　減算回路（差生成手段）
　２０　増幅器（係数乗算手段）
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